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研究分野：素粒子論 
科研費の分科・細目：物理学・素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 
キーワード：(1): 余剰次元理論 (2): ニュートリノ世代構造 (3): LHC・ILC 加速器実験での検

証可能性 (4): 5 次元超対称性理論 (5): ゲージ・ヒッグス統一模型 (6): ダークマター (7): バ
リオン数生成 (8): 超対称性の破れ     
 
１．研究計画の概要 
 
LHC 実験で観測できる可能性のある模型を
構築して解析する。特に、5 次元 see-saw 機
構の解析(LHC でレプトン数非保存のプロ
セスが観測される可能性がある) や新しい
TeV-scale seesaw 模型の解析を急ぐ。また、
構築した模型で SUSY 粒子や KK 粒子の質
量スペクトラム等を解析して LHC で観測可
能か調査して特有の予言をする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1): 5 次元 see-saw 機構での LHC 物理の解
析をおこない、観測可能性を評価した。また、
ILC における解析をおこない、ILC における
観測可能性についても評価をおこなった。 
 
(2): 新しい TeV-scale seesaw 模型の構築に
成功した。この模型における LFV 実験やニ
ュートリノレスダブルβ崩壊実験での観測
可能性を評価した。更に、Leptogenesis の可
能性を解析して、同時に gravitino 問題の解
決法に対する新しい機構に至る可能性を解
析した。 
 
(3): 余剰次元ゲージ理論において、境界条件
でゲージ対称性を破る場合、ここで重くなっ
たゲージボソンの散乱振幅の(Wilson ライン
位相をパラメータにした)エネルギー依存性
の解析を完成させた。その結果、高次元ゲー
ジ理論においてNGボソンの等価定理の理解
が深まった。 
 

(4): ゲージ・ヒッグス統一模型において、ダ
ークマターが自然に導入されることを示し
た。具体的に、SO(5)×U(1)模型について、
ダークマターの relic abundance 等を解析し
て、(今後の)ダークマター探索実験での観測
可能性について評価をおこなった。 
 
(5): 宇宙におけるダークマターの Energy 密
度とバリオン生成を同時に説明する新しい
機構の考案を世界で先駆けておこなった。 
 
３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している。 

(理由) 
当初の研究計画に対して順調に解析が進ん
でいるのに加えて、新しい宇宙線観測結果を
説明する新模型構築や、ダークマター、バリ
オン数生成機構の構築等にも成功した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
研究計画プロジェクトの解析を更に進める。
更に、ILC や電子・電子コライダー実験等で
の解析もおこなう。また、ダークマターやバ
リオン数生成に関する新しい機構や模型を
構築する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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